
2021 地域の 5ヶ年ビジョン 
 

1 組織名  広宮沢 1区 

2 地区の概要 

（1） おいたち（継続と進展） 

広宮沢 1区行政区は東西に細長く、西から東へのゆるやかな傾斜地であり自然環境に恵まれ

た地域である。古くからコメを主体とする農業が営まれてきた。昭和初期に鹿妻堰が開通し、

広大な林野が水田に変わり、実り豊かな黄金の秋がみられるようになった。北西部の原野に

岩手流通センターが誘致され、昭和 50 年(1975)には流通センター行政区、そして、広宮沢

土地区画整理事業により、宅地造成（35㏊）が行われ、平成 4年(1992)には広宮沢 2区が、

それぞれ世帯数増加に伴い分離独立し、平成 16年(2004)11月に広宮沢 1区公民館も移築さ

れた。 

平成 14年(2002)10月に始まった広宮沢土地区画整理事業に伴い、地区中心部約 40㏊が流

通業務地区と宅地に区分し分譲された。のちに景気の低迷等で難航する時期もあったが無

事完売され平成最後の平成 31年(2019)1月 29日に竣工祝賀会が盛大に開催された。 

その折に当行政区に広宮沢第二土地区画整理組合より土地区画整理の法律上必要として設

けられた 4つの公園(広宮沢第 1.2.3.中央)が自治会管理として無償貸与されました。 

 

（2） 特徴、特色 

流通センターのすぐ南に隣接する当地区は上記の区画整理事業により、流通業と住宅地の分

譲販売され 2020年 4月にはほぼ完売し、それに伴い概ねこの 10年の間に新たな流通拠点

や新住民が一気に増え、活況を呈してきました。一方で豊かな農村風景もまだ多く残って

おり、農業の担い手の高齢化や減少問題もあり、農地の基盤整備等の効果的な解決策も急

務とされています。 

 

（3） 今後の取組課題と背景（山積するも上位 3点のみ記述） 

① コミュニティの活計化対策 

1） 新型コロナによるコミュニティの連帯希薄懸念と対応課題へ 

今を生きる誰もが初めての経験である新型コロナへの対応策として「三蜜」を避けること

を優先してきました。それゆえに民主決議の結果として多くの事業や行事が多数決によっ

て廃止されてきました。やむを得ない経過ではありますし運営自体はラクになっています

が、一方でコミュニティの連帯が弱体化していくような気がして不安を感じるばかりです。

廃止や先送りのみに走らず、コミュニティもWITH Coronaと POST Coronaで企画し、出

来ることを見出し、たとえ縮小であっても何らかの形態で実行するべきとも学んだ次第で

す。先ずは手始めにその原案を自治会執行部で議論を深めていきます。 



2） コミュニティの活性化の一助の SNS情報･意志共有の取入れ 

自治会の集会や事業を多くすることそのことがイコールでコミュニティの活性化ではない

と考えています。地域住民がそれぞれの生業や子育て、介護等で日々の時間に余裕は少な

いのが実情と理解しています。有っても月に 1日程度しか自由時間を取れないのが実情で

はないのでしょうか。その背景を考えれば参加者にとって有意義な集会や事業をしっかり

展開するべきと肝に銘じて企画したいと存じます。 

その意味において、今回のコロナ禍で学んだソーシャルディスタンスのコミュニケーショ

ン手法として役員、委員、班長で SNS（LINE等の小グループ SNS)を簡易的な連絡、協議

手法に取り入れ、少ない自由時間で迅速かつ有益な情報や意思の共有を図りたいと思い検

討を始めたいと思っております。当然ことながら賛否の意見も多いと思いますが、防災面

や、安全安心の街づくりにもつながるものと確信します。先ずは出来るところから始め、

今後のコロナ禍社会や、繁忙化社会でますます疎遠になりがちなコミュニティ活動の活性

化手法の一つに取入れ企画して参りたいと存じ、町当局のご指導をいただければ幸いです。 

 

② 老人(はつらつ)クラブの超高齢化 

令和 1 年に老人(はつらつ)クラブも広宮沢 1 区、2 区それぞれが分離独立し、同時に超高

齢化クラブになってきております。70歳まではまだ勤務する人が増加してきているためと

思います。 延長雇用の勤務を重ねやっと定年になった後はゆっくりしたいのでしょうか、

ますます若年老人？(70歳近辺)が入会しなくなってきております。そしていつの間に当ク

ラブの高齢化問題は地域の伝統文化の継承にも支障をきたし、当地域の伝承行事であった

「コレラまつり」「虫追い祭り」の伝承指導者までもが途絶えてしまいました。伝承行事の

ほかに資源ごみ収集や道路周辺の草刈り、街をきれいにするひまわりロード等環境美化、

地域お助け隊等々、今まで老人クラブの方々に沢山の地域問題や事業のお手伝いをいただ

いてきております。それ故にこのまま衰退させるべきではありません。今後に於いて解決

を急ぐべく重大課題であり、自治会としても新規入会者と活性化の支援を致して参ります。 

 

③ 自治会の 4つの公園管理問題 

平成 30 年(2019)の 12 月上旬に自治会長あてに中央公園の無償貸与のお知らせがあり、

早々にトイレや施設の管理説明会がありました。事情が呑み込めないままに鍵と書類を渡

され、そして翌年平成 31年(2020)の 1月の広宮沢第二土地区画整理組合の落成式にお招

きを受け、光栄にも目出度くお祝いをさせていただきました。そこまではよかったのです

が同年の 2 月になってトイレの電気料金が 5 万円/月を超えて請求が来てしまい、自治会

執行部で今後を憂い大問題となり、そのほかの水道料金や、公園トイレの清掃管理等で費

用や手法について熱く議論を重ねました。結果的に、公園トイレは冬季閉鎖とし、清掃は

矢巾町の費用で業者委託となり一件落着となりました。 しかし草刈りの季節が廻り来て、



一般道路等の草刈りとは全く異なる刈り方と、回数が必要であることが分かってきました。 

道路と同じ手順で考えていたこともあり、その時点ではその手法手順や役割が決定してお

りませんでした。 この草刈り問題から最近になって見えてきたことは、区画整理の完成

順に公園 1.2.3 の草刈りは近隣の方々の自主ボランティアに頼っていたことが判明し赤面

の至りでありました。 今般の中央公園にあってはその規模が公園 1.2.3 合わせてのおよ

そ 2倍もあり、しかもすでに子供たちの遊び場にもなっており、草丈を 10cm以上に伸ば

す事はできません。 

それゆえに 5月連休から 10月上旬までの 6か月間は毎月刈らなければならず、都度 2

名/日、延べ１２名の保険名簿登録の草刈り機械のオペレーターが必要となります。そこ

でまたその作業者等の障害と対物保険が必須であることも判明しました。またベンチ、柱、

ネット等の草刈り作業の障害物付近やグランドへの除草剤が必要であり、ほかに燃料代、

整備費、格納費、等々の数多い地域負担が自治会費に大きな障害となって見えて来ました。 

元来、当然のこととして「地域のことは、地域で！」の精神でやって来ております。公園

1.2.3 ならばその精神で自治会のみんなで手分けして、手狩り草刈り機械や手作業でやっ

て行けます。しかし中央公園だけは別格の大きな問題です。しかも当公園地域は新住民の

住宅地でもあり、草刈り機械を持っている家庭はほとんどなく、公園を使用しない離れた

旧住民（農家）の人たちに頼る危うい依頼を年に 6回もしなければなりません。令和２年

度までは何とか自治会費の負担と、無保険の役員ボランティアで凌ぐことはできます。し

かし今後未来永劫に続くことを考えたときは、町に費用補助等をしていただきながら地域

で保険登録の草刈り機オペレーターを延べ 12 名程度確保するか、あるいは都市公園に格

上げして、町の管理にして行かなければ成り立ちません。私たちの自治会でも何か解決策

の模索を続けていきますが、早急なる町の支援を望む次第です。 

 

（1） コミュニティ活動方針 

① キャッチフレーズ（継続と進展） 

・自然と人間にやさしい街づくり 

・連帯の街づくり 

・災害に強い街づくり 

② 活動方針（継続と進展） 

・本会の目的である「明るい家庭を築き、会員同士が理解を深め、互いに助け合い、共同の

福利を増進し、健康あふれる豊かな地域を建設する」ため、計画に配慮し活動を進める。 

・コロナ禍中の特別方針 

 「三蜜」回避に負けない「コミュニケーション蜜の街」を目指します 

コロナ終息以後(POST Corona)のコミュニティをイメージ(目標)して道筋をつくり、そ

の時々の可能な手段、手法(WITH Corona)で活動を進める。 



（2）組織体制及び活動の内容（継続） 

 

区分 活 動 の 内 容 

運営委員会 各委員会活動計画策定及び割り当て 

総務委員会 自治会活動計画策定、予算決定書、広報活動、自主防災活動 

体育文化委員会 

 

子どもたちの健全育成、教養講座の開催、文化クラブの育成 

運動会、行政区対抗スポーツ大会、スポーツクラブの育成 

環境保健防災委員会 河川･道路愛護活動、ごみ集積所管理､環境美化活動 

成人病予防、公衆衛生、高齢者対策、料理講習会 

交通安全委員会 交通安全運動、防犯灯管理、交通安全施設愛護運動 

  

 

（3）主な事業、年間行事等 

主な事業、年間行事名 内 容 担当委員会 

公園の管理 四つの公園（1.2.3.中央）管理 運営委員会、住民全員参加

町をみんなできれいにする運動 地区内の空き缶やごみの収集 住民全員参加 

花いっぱい運動に参加 道路、公民館わきに花壇を作る 子供会、老人クラブ 

街をきれいにする運動 道路脇の草刈り,ゴミ拾いを実施し,ゴミ

捨てを防ぎ,交通事故防止に努める 

環境保健防災委員会 

芋沢川雑物除去作業施芋沢川の雑物除去、草刈りを実施 環境保健防災委員会 

さんさ踊りの練習開始 郷土芸能の保存と父兄の交流 子供会ほか/コロナ禍休止中

廣宮神社祭典さんさ踊り奉納  伝統行事の継承 子供会ほか/コロナ禍休止中

街頭交通安全啓もう活動 交通安全活動 交通安全委員会 

世代間交流スポーツ大会 町主催の運動会がない年に地域住民の健康をつくり

り地域住民の交流をする 

体育文化委員会 

文化教養講座 外部団体、有識者を招いて懇談会 文化教養委員会 

保健推進行事 高齢者等に対して健康増進を図る 環境保健防災委員会 

バーベキュー大会 夏に地域住民間の交流をする 体育文化委員会 

消防、交通安全懇談会 消防、警察関係者を招いて懇談会実施  環境保健防災委員会･

交通安全委員会 

新年度事業の策定 より住みよい地域の方針･計画策定 総務委員会と運営委員会 

高齢者の交流,活躍促進 はつらつクラブへの会員促進支援 老人クラブ･運営委員会 

地域を良くするワークショップ 地域の問題課題･願望の改善や上申 運営委員会 

財務改善活動 /R3 総会承認事項 地区内事業所等からの支援金等募集 執行部→総務委員会→総会



 （４）コミュニティ施設等の整備計画    

実施年度 事 業 区 分 事業費 /千円 内容説明 

令和 3年度 LED防犯灯 Max6灯増設 360 広宮沢 2.3.4地割地区 

 災禍に強い SNS/LINE連絡網構築指導料 60 役員会･2委員会･班長･自主防災会  

令和 4年度 LED防犯灯 Max6灯増設 360 広宮沢 6.9.10地割地区 

 指定避難所備品倉庫設置 500 100％補助事業を条件に選択  

令和 5年度 LED防犯灯 Max6灯増設 360 広宮沢 7.8地割地区 

 草刈り機械器具及び整備器具 200 機械器具のない新住民貸与専用  

令和 6年度 公民館スクリーン設備 100 プロジェクタ･スクリーン 

 公民館駐車場広場のソーラー照明増設  100 東面、北東面に各 200ｗ１灯 

令和 7年度 ゴミ集積所に SUS管柱ソーラー照明新設 240 ３.５.６地割集積所に 200w各 1灯 

 公民館軒天腐食補修工事と塗装 300  

 

 

 

4 資金計画  

（1） 収入計画                                 単位:千円 

科目 説明 金 額 

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 

自治会費① 12,000円×122 世帯 1,464 1,464 1,464 1,464 1,464 

自治会費② 高齢世帯8,000円×15世帯 120 120 120 120 120 

自治会費③ アパート8,000 円×28 世帯 224 224 224 224 224 

協力金 地区内事業(目標 15社) 50 80 100 120 150 

補助金 道路･河川愛護費 525 525 525 525 525 

防犯灯電気料補助 45 45 45 45 45 

ごみ集積所整備補助  48 48 48 48 168 

公園維持管理補助 120 120 120 120 120 

グランド整備補助 60 60 60 60 60 

防犯灯設置補助 180 180 180 50 0 

災禍対策･防災対策補助  500  50  

IT･コミュニケーション補助 30   50  

その他の補助金 R1からの実績で記載も変動を予測 450 450 550 450 720 

その他 雑収入 同上 64 64 64 64 64 

合計 3,200 3,700 3,320 3,190 3,480 

1/2補助前提の全額 

自治会負担は 1/2 

現時点では補助見通し不明ゆえに積算しない 

ソーラー照明+120 



（2) 支出計画                                 単位:千円 

科目 説明 金 額 

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 

運営費小計 2,195 2755 2285 2185 2445 

運営費 会議費 200 200 200 200 200 

事務費 30 30 30 30 30 

負担費 22 22 22 22 22 

会費・募金 800 800 800 800 800 

維持管理費(防犯灯増設含む) 550 1110 620 520 800 

備品費 40 40 40 40 40 

消耗品費 50 50 50 50 50 

保険料 118 118 118 118 118 

手当報酬 385 385 385 385 385 

活動費小計 800 800 830 800 830 

活動費 自治会 400 400 430 400 430 

公民館 180 180 180 180 180 

町民スポーツ 180 180 180 180 180 

交通安全 40 40 40 40 40 

雑費 25 25 25 25 25 

予備費 80 50 80 80 80 

財務調整基金 100 70 100 100 100 

合計 3,200 3,700 3,320 3,190 3,480 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総会 

監事 執行部 

（会長･副会長･事務局･会計･体育振興委員） 

行政区班長会 運営委員会 

総務委員会 

体育文化委員会 

環境保健防災委員会 

交通安全委員会 

会員 


